
　
―
米
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が

誕
生
し
、
日
本
お
製
造
業
に

と
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

と
さ
れ
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
離
脱
を
表

明
し
て
い
ま
す
。
為
替
も
安

定
は
し
な
い
で
す
し
、
工
業

を
取
り
ま
く
環
境
は
ど
う
変

化
す
る
で
し
ょ
う
か
？

　
「
確
か
に
、
今
ま
で
と
違

う
方
向
に
流
れ
て
い
る

の

で
、
正
直
戸
惑
い
を
感
じ
て

い
ま
す
。
何
が
起
こ
る
か
わ

か
ら
な
い
状
況
で
す
。
と
は

い
え
、
消
極
的
な
考
え
に
な

っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
『
ピ

ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
』
と
考
え

た
ほ
う
が
よ
い
と
も
思
い
ま

す
。
逆
に
、
大
き
な
、
日
本

が
や
る
べ
き
こ
と
が
見
え
て

く
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

期
待
感
も
あ
り
ま
す
」

　
―
地
域
の
工
業
に
は
ど
う

影
響
し
ま
す
か
。

　
「
そ
れ
に
そ
ん
な
に
ド
タ

バ
タ
す
る
必
要
は
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
も
し
Ｔ
Ｐ
Ｐ

が
発
効
し
た
か
ら
と
い

っ

て
、
突
然
売
り
上
げ
が
伸
び

る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
工

業
は
農
業
な
ど
に
比
べ
進
ん

で
い
ま
す
の
で
、
自
信
を
持

っ
て
構
え
て
も
い
い
の
で
は

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
―
昨
年
は
工
業
部
会
と
し

て
米
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
や
ド

イ
ツ
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
「
独
視
察
で
は
、
歴
史
の

違
い
を
感
じ
ま
し
た
。
日
本

の
工
業
以
上
に
歴
史
が
あ
る

国
で
す
か
ら
。
日
本
の
モ
ノ

づ
く
り
も
今
や
先
進
の
部
類

に
入
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
今
後
も
歴
史
あ
る
国
の

よ
い
部
分
を
謙
虚
に
学
び
な

が
ら
成
長
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
海
外
市
場
に
対
し

て
は
、
自
社
製
品
を
買
っ
て

く
れ
、
買
っ
て
く
れ
と
い
う

待
ち
の
姿
勢
で
は
な
く
『
わ

れ
わ
れ
相
模
原
の
工
業
系
企

業
は
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
ま

す
』
と
積
極
的
に
提
案
、
情

報
発
信
を
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
」

　
―
製
造
業
で
は
、
ロ
ボ
ッ

ト
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
）
な
ど
、
新
し

い
技
術
や
概
念
が
入
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　
「
日
本
に
と
っ
て
チ
ャ
ン

ス
が
来
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
若
い
人
が
減
っ
て
い
る
、

そ
し
て
、
そ
の
若
い
人
た
ち

は
工
業
に
目
が
む
か
な
い
。

そ
う
な
る
と
人
件
費
の
安
い

海
外
企
業
と
価
格
競
争
力
で

勝
負
す
る
に
は
ロ
ボ
ッ
ト
し

か
な
い
で
す
か
ら
。
今
ま
で

以
上
に
自
動
化
や
産
業
用
ロ

ボ
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
増
し

て
き
ま
す
。
市
内
工
業
系
企

業
の
技
術
が
、
こ
の
分
野
に

売
り
込
め
る
可
能
性
は
高
い

と
い
え
ま
す
」

　
も
の
づ
く
り
産
業
の
発
展

に
貢
献
し
て
い
る
企
業
を
顕

彰
す
る
「
平
成
28
年
度
優
良

工
場
」
（
県
主
催
）
に
相
模

原
市
内
か
ら
唯
一
、
工
業
部

会
員
の
相
模
螺
子
（
緑
区
橋

本
台
）
が
選
ば
れ
た
。

　
同
社
は
、
高
度
な
生
産
技

術
に
よ
り
、
ス
テ
ン
レ
ス
を

中
心
と
す
る
金
属
部
品
の
切

削
加
工
や
作
業
工
具
「
ケ
ー

ブ
ル
カ
ッ
タ
ー
」
の
一
貫
生

産
な
ど
を
手
掛
け
て
い
る
。

　
東
京
工
芸
大
学
デ
ザ
イ
ン

科
と
の
産
学
連
携
を
行
い
な

が
ら
、
力
の
弱
い
人
で
も
容

易
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ふ
た

や
缶
ジ
ュ
ー
ス
の
ふ
た
を
開

け
ら
れ
る
自
助
具
の
自
社
製

品
を
開
発
。
関
連
し
て
経
営

革
新
計
画
の
承
認
を
受
け
る

な
ど
、
新
分
野
に
取
り
組
む

姿
勢
が
評
価
さ
れ
た
。

　
一
般
社
団
法
人
・
首
都
圏

産
業
活
性
化
協
会
（
Ｔ
Ａ
Ｍ

Ａ
協
会
）
の
２
０
１
６
年
度

「
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
ブ
ラ
ン
ド
認
定

企
業
」
に
、
相
模
原
か
ら
Ａ

Ｚ
Ａ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ

（
中
央
区
鹿
沼
台
）
と
コ
バ

ヤ
シ
精
密
工
業
（
南
区
大
野

台
）
の
２
社
が
選
ば
れ
た
。

　
同
事
業
は
、
①
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
志
向
②
ロ
ー
カ
ル
連

携
・
グ
ロ
ー
バ
ル
連
携
の
推

進
③
Ｇ
Ｎ
Ｔ
企
業
の
創
出
④

環
境
配
慮
も
の
づ
く
り
⑤
ビ

ジ
ネ
ス
の
自
立
循
環
―
な
ど

「
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
ブ
ラ
ン
ド
宣
言
」

を
実
現
し
て
い
る
と
評
価
さ

れ
た
企
業
と
し
て
認
定
す
る

も
の
。

　
今
回
は
相
模
原
の
２
社
を

含
め
計
29
社
が
認
定
さ

れ

た
。

　
工
業
部
会
会
員
の
情
報
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
目

的
と
し
た
「
会
員
交
流
大
会

（
工
業
版
）
」
が
２
月
21
日

の
午
後
６
時
半
～
同
８
時
半

ま
で
、
市
立
産
業
会
館
で
開

か
れ
る
。
相
模
原
の
工
業
人

た
ち
に
垣
根
を
越
え
た
交
流

を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、

部
会
活
動
の
活
性
化
に
つ
な

げ
よ
う
と
企
画
さ
れ
た
。
今

回
で
７
回
目
。
主
催
は
Ｋ
Ｉ

Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

　
前
回
（
第
６
回
）
交
流
会

に
は
49
人
が
参
加
。
う
ち
13

人
が
初
参
加
と
な
っ
た
。

　
参
加
者
の
情
報
発
信
ツ
ー

ル
と
な
る
「
交
流
シ
ー
ト
」

を
活
用
。
初
対
面
で
も
互
い

の
情
報
が
分
か
る
よ
う
な
工

夫
が
な
さ
れ
た
。

　
シ
ー
ト
に
は
得
意
と
す
る

技
術
の
Ｐ
Ｒ
や
仕
事
の

依

頼
、
経
営
に
関
す
る
こ
と
、

連
携
・
協
力
と
い
っ
た
ビ
ジ

ネ
ス
に
関
す
る
話
題
の

ほ

か
、
地
域
情
報
や
趣
味
・
娯

楽
な
ど
の
項
目
も
設
け
ら
れ

た
。

　
今
回
は
交
流
会
の
前
に
ミ

ニ
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
会
員
企

業
な
ど
に
よ
る
講
演
「
市
内

企
業
が
海
外
展
示
会
で
見
た

も
の
」
と
「
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
・

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
か
ら
の
海
外
サ
ポ

ー
ト
案
内
」
が
催
さ
れ
る
。

第
二
部
は
交
流
会
を
予
定
。

　
参
加
費
は
１
人
２
０
０
０

円
（
１
社
２
人
ま
で
）
。
定

員
50
人
。
問
い
合
わ
せ
は
、

産
業
振
興
課
・
高
井
０
４
２

（
７
５
３
）
８
１
３
６
ま
で
。

インタビューに答える甲斐部会長
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「ＴＡＭＡブランド」
相模原の２社が認定
コバヤシ精密とＡＺエンジ受賞

相
模
螺
子
が
見
事
受
賞

県
の
「
平
成
28
年
度
優
良
工
場
」

黒岩知事から表彰される久保田社長（左）

21
日
に
会
員
交
流
大
会

Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ａ
プ
ロ
主
催

海外市場も選択肢に
「ピンチをチャンスに変えろ」

ロ
ボ
関
連
技
術
の

ニ
ー
ズ
高
く
な
る

甲
斐
工
業
部
会
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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今
年
の
地
域
経
済
は
―
。
２
０
２
０
年
の
東
京
五
輪

開
催
な
ど
で
景
気
回
復
に
期
待
が
高
ま
る
な
か
、
米
ト

ラ
ン
プ
政
権
の
誕
生
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
協
定
）
の
発
効
が
不
透
明
に
な
る
な
ど
、
懸

念
材
料
も
払
し
ょ
く
で
き
な
い
。
こ
う
し
た
な
か
、
２

０
１
７
年
の
景
気
展
望
や
工
業
部
会
と
し
て
今
後
、
ど

の
よ
う
な
活
動
を
す
る
の
か
。
甲
斐
美
利
部
会
長
（
向

洋
技
研
社
長
）
に
聞
い
た
。
　


